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私たちにできる「小さなこと」を積み上げよう 

校長 寒河江 正人 

本校ＰＴＡ理事・評議員の皆様、こんにちは。 

日頃より、本校の教育活動に特段のご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

この場（この紙面）をお借りして、心より深く感謝申し上げます。 

 

今般の新型コロナ「第６波」感染拡大の状況等を受け、感染防止対策を最優先として、 

このたびの「第２回ＰＴＡ理事会」、並びに「第２回ＰＴＡ評議員会」につきましては、 

紙上での開催とさせていただきたく、お願い申し上げます。 

 

さて、１２月末から始まった国内の「第６波」は、オミクロン株への置き換わりが進み、

本県における新規感染者数は、連日３ケタが続いており、とどまるところを知りません。 

いつ、どこで、だれの身に感染しても不思議はない様相を呈しております。 

 

本校の３年生は、今、受験シーズンの真っ只中であります。 

だれもが来春４月からの進路の実現に向かう真剣勝負に身を置いているところです。 

「何としても、入学試験を滞りなく受けさせたい。」という一心であります。 

 

今年度における本校のＰＴＡ活動・各種事業等につきましては、紙面にお示しのとおり、 

子どもたち・保護者の皆様・教職員の「健康と生命の安心・安全」を最優先に判断して、 

中止・延期・変更・紙上開催等の工夫によって、やりくりをしてきました。 

 

そのおかげをもちまして、現時点においては、本校から感染クラスターを生じさせること

なく、授業およびその他の教育活動を維持・継続させることができております。 

ただし、常に生徒の兄弟姉妹の通学先やご家族の勤務先などにおける感染状況等を受けて、 

本校でもＰＣＲ検査や抗原検査などをうけるケースは、日々、後を絶ちません。 

 

今は、当たり前になった「不織布マスクの着用」「手洗い・手指消毒」「ゼロ密」「換気」を

みんなで徹底することによって、感染リスクを軽減しなければなりません。 

 

それは、すべて「安定した学校運営」による「本校の生徒一人ひとりの学習権の保障」に

つながるのです。今後も、何卒ご理解とご協力の程、よろしくお願い致します。 


